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私
は
、世
界
で
活
躍
す
る
人
を
つ
く
る
に
は
、次

の
５
つ
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、自
分
の
国
の
文
化
や
歴
史
を
き
ち

ん
と
話
せ
る
人
の
育
成
で
す
。２
つ
目
は
、自
分
の

考
え
を
しっか
り
話
せ
る
人
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

日
本
人
は
、国
際
社
会
で
発
言
し
な
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。論
理
を
構
成
し
、き
ち
ん
と
相
手
を
説

得
す
る
能
力
を
養
う
た
め
、子
ど
も
の
頃
か
ら

デ
ィベ
ー
ト
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
３
つ
目
は
、英
語
で
伝
え
英
語
で
理
解
で
き
る

人
づ
く
り
で
す
。

　
４
つ
目
は
、タ
フ
な
人
間
の
育
成
で
す
。家
庭
や

学
校
は
競
争
を
回
避
し
が
ち
で
す
が
、会
社
に
入

社
し
た
途
端
、競
争
社
会
に
巻
き
込
ま
れ
ま
す
。

そ
れ
に
負
け
な
い
タ
フ
な
人
材
を
つ
く
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
５
つ
目
は
、理
科
系
に
強
い
人
間
の
育
成
で
す
。

日
本
に
は
資
源
が
あ
り
ま
せ
ん
。科
学
技
術
を
生

か
し
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
発
で
き
る
よ
う
な
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
い
い
素
材
を
持
っ
た
若
者
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
た
ち
を
我
々
が
育
成
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。私
た
ち
が
今
や
る
べ
き
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
が
世
界
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、人
材

育
成
の
仕
組
み
を
作
り
上
げ
る
こ
と
だ
と
考
え

ま
す
。（
要
約
）

「
大
村
人
が
世
界
で

　
　
　
　
　
　活
躍
す
る
に
は
」

日本経済新聞社 参与
杉田亮毅 氏

りょうき

　
社
会
福
祉
や
教
育
な
ど
に
ご
貢
献

い
た
だ
い
た
１
６
５
の
個
人
、団

体
を
表
彰
し
ま
し
た
。（
表

彰
者
は
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

市
内
外
で
活
動
す
る
Ｏ
Ｍ

Ｕ
Ｒ
Ａ
室
内
合
奏
団
が
、素

晴
ら
し
い
演
奏（
春
、さ
く
ら
さ

く
ら
な
ど
）を
披
露
さ
れ
、式
典
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

　
県
知
事
、長
崎
市
長
、中
華
人
民
共
和

国
駐
長
崎
総
領
事
、姉
妹
都
市
で
あ
る
兵

庫
県
伊
丹
市
長
、秋
田
県
仙
北
市
長
を

は
じ
め
多
数
の
来
賓
、招
待
者
を
お
招
き

し
て
、「
大
村
市
制
施
行
70
周
年
記
念
式

典
」を
、さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、市
政
功
労
者
を
表
彰
し
、

Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
内
合
奏
団
が
演
奏
を
披

露
し
た
後
、大
村
市
70
年
の
あ
ゆ
み
の
映

像
を
放
映
し
ま
し
た
。ま
た
、本
市
出
身

で
大
村
市
顧
問
で
あ
る
日
本
経
済
新
聞

社
参
与
の
杉
田
亮
毅
氏
に「
大
村
人
が

世
界
で
活
躍
す
る
に
は
」と
題
し
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

の
お
か
げ
で
、大
村
市
の
70
周

年
を
祝
う
に
ふ
さ
わ
し
い
、す

ば
ら
し
い
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
、70
周
年
を
記
念
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
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4月27日（金）

　「のだけ新茶まつり」が野岳湖公園ロザ・モタ広場で
開催され、期間中約４万人の人出でにぎわいました。会
場では、手もみ茶の実演や試飲、地元産品販売や抽選会
などが行われ、皆さんは大自然のなか気持ちのよい休
日を過ごしました。

茶の味と香りを堪能
▼第26回のだけ新茶まつり新12
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　福重地区の活性化を図ろうと「福重地区春まつり」
を福重町の農地で行いました。訪れた皆さんは春の
心地よい陽気のなか、気持ちよさそうに泳ぐこいの
ぼりを眺めながら、ジャガイモ掘りやハンググライ
ダー模擬体験などを楽しみました。

の陽気に包まれて...

▼福重地区春まつり春12
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気いっぱい春の運動会

▼第85回三鈴運動会元
　85回の歴史を誇る、
三鈴運動会が惣原運動
場で行われました。三
浦・鈴田両小学校の生
徒たちは、鈴田の里学
園の生徒が整備したグ
ラウンドで元気いっぱ
い競技を行い、交流を
深めました。

高く揚がったこいのぼりに大興奮！

▼地域と子どもたちの集い空

　幼稚園と保育所の交流イベント「地域と子どもた
ちの集い」を放虎原幼稚園で行いました。園児たち
は、みんなで力を合わせ てこいのぼりを揚げたあと、
地域の皆さんや保護者の前で、元気いっぱいに歌を
披露しました。

5
1
/

5
3～6
/

気に入りを品定め

▼三彩の里陶器まつりお
　恒例の陶器まつり
が三彩の里で行われ
ました。今回は、東北復
興支援チャリティーと
して、東北三県の施設
商品販売を行うなど、
支援の輪を広げてい
ました。

5
5
/

そうばる
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